
 

 

 

 

飛騨地区 家庭教育学級応援通信 

      

 

  
１ 高山市立山王小学校（夏休み 在宅取組型家庭教育学級） 基本的な生活習慣 思いやり            

 

・「新しい取組に，変えました」 

コロナ禍により，例年校内で行っていた保護者による「読み聞かせ」ができなくなったことを機会に，PTA 役

員の皆さんが相談し，各家庭で取り組める「話そう！語ろう！わが家の約束」運動（在宅取組型家庭教育学級）

を実施することとしました。夏休みの取組が冬休みにも活かせるように年２回計画しています。 

 

・案内文と実践カードの作成 

役員の皆さんが中心となり，岐阜県のＨＰにある実践資料等（岐阜

県 家庭教育学級 検索）を参考に，保護者向けの案内文と実践カー

ドを作成しました。案内文には，岐阜県家庭教育条例にある 9つの項

目を掲載するなど工夫されています。実践カードの活用は，取組過程

を見える化し親子のコミュニケーションを活性させます。 

 

・実践カードの見届け 

 9 月中旬，役員の方が学校に集まり，母親委員（7 名）で約４7０名

分の実践カードを見届けられるように分担する作業を行いました。そし

て，委員会だよりの内容も検討しました。 

「えらいな～」，「洗濯物をたたんでくれるとすっごく助かるよね～」，

「毎日やっていたなんてすごいな！」等々，担任の先生を通して集まって

きた一枚一枚の実践カードを手に取り丁寧に見届けながら，各実践の

すばらしさにふれていきます。集められた実践カードから，改めて家庭教育のすばらしさを学べるのは役員の特

権かも知れません。この運動を通して，すてきな子育てネットワークが広がっていきそうです。  

「実践内容に優劣はありません」，「家庭教育に正解はないと思います」，「各家庭のよさを活かした取組を

してほしいです」・・・役員の方の名言です。さらに，「苦しくないように！」「楽しいことが一番です！」「続けられ

ることが一番です！」と，実践のポイントを話されました。すばらしい！！。 

 

・取組のマナー「強制しない」「比べない」「探らない」 

「話そう！語ろう！わが家の約束」運動は，自分たちの園や学校や諸団体の実態を考えたり工夫したりして 

取り組むと一層楽しくなります。役員の方の名言の数々から，家庭教育を推進する上で大切なことは，各家庭 

の側に立ち「強制しない」「比べない」「探らない」ことが大切であることを改めて学びました。家庭内の笑顔 

が，学校内の笑顔につながるような運動になることを期待します。 
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「話そう！語ろう！わが家の約束」運動 
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２ 飛騨市生涯学習課の取組 ～家族で楽しむ かがく工作～ （夏休み 在宅取組型） 

 

・「家族で楽しむ かがく工作」を制作しました！ 

コロナ禍，古川町子ども会育成会では「家族の会話や笑顔づくり」のきっかけになることを願い，以前の資

料をもとに‘親子で楽しむ かがく工作’を再編し，会員の皆さんに配布しました。 

・県の取組とタイアップしました！ 

さらには，家庭教育（親子のつながり）という視点も重要視し，県が推進している「話そう！語ろう！わが家の

約束」運動（在宅取組型）を合わせて取り組めるように工夫しました（案内文＋実践カード）。 当初，計画され

ていた取組に少し工夫を加えたことで，より「家族の会話や笑顔づくり」につながりました。すばらしい！ 

・楽しい実践が届きました！ 夏休みに取り組んだ家族の様子を紹介します。 自立心 思いやり 

  兄弟姉妹がたくさんのかがく工作に意欲的に挑戦しました。お互いの工作に関心を持ったり出来上がりを

一緒に喜んだりする姿がすばらしいです。また，子どもたちと一緒にかがく工作を楽しみ，わが子の成長を楽し

んでみえる保護者の姿が，写真や実践カードからよく伝わってきます。 

 

 

 

【上級編】 発泡入浴剤でロケットをとばそう 

・入浴剤で天井まで飛ぶのがすごいと思いました（子） 

・炭酸ガスが思ったよりも多く発生してロケットが飛ぶ力に驚きました（親） 

【上級編】 ドライアイスでアイスクリーム 

・ドライアイスを入れると泡が出てすぐかたまったので 

びっくりしました。バニラ，クッキー＆クリーム，抹茶を

つくりました（子） 

・生協の配達時にドライアイスが入ってくるので毎週楽 

しみにアイスクリームを作るようになりました（親） 

【中級編】 コピックで指のレプリカを作ろう 

・自分の薬指とそっくりの形ができたので驚きました（子） 

・父の仕事内容を知るよいきっかけとなりました（親） 

＜再編した冊子＞ ＜工夫した案内＞ ＜実践カード＞ 



 

 

 

 

３  社会福祉法人 飛騨慈光会 ひだ子ども家庭支援センター ぱすてる の取組   思いやり  自立心 

 

・ぱすてるとは 

平成28年に岐阜県の指定を受け，子ども・家庭・地域の方々から子

育てや家庭の様々な相談を受けて支援を行う機関です。県内５圏域に

一か所ずつ設置されています。 

・希望のひまわり活動の始まり 

昨年度より「希望のひまわり *注 活動」に取り組んでいます。 今年

は，昨年開花した希望のひまわりの種を関わりのあるご家庭や里親さ

んのご家庭に広く配布しました。配布するにあたり，ラッピング，ひまわり

の折り紙・札づくりに関わってくれたのは，ぱすてるに来てくれている高

校生です。また，開花後の種を収穫してくださったのは，高校生（もう一

人の）のご家族です。 

「なかなか外へ出られないわが子と一緒に種を植えることができた」

「小さいながらも花を咲かせてくれました」などなど，希望のひまわり活

動に関わっていただいたご家庭から，すてきなエピソードが届けられました。 

・来年こそ！ 

ぱすてるでは，希望のひまわりを育てる活動が子どもと家庭を支援する手立ての一つとなることを願っていま

す。福祉と教育の関係機関が連携し，子育て支援をすることはとても大切です。来年の夢は，地域に笑顔を届け

られるひまわり畑を実現！することです。 

 

 *注 希望のひまわりとは，被災地の方々が東日本大震災からの復興への願い，人と人の絆の象

徴として大切に育てたひまわりのことです。当時，東松島市立矢本東小学校の栽培委員会の皆さん

が名付けました。２０１２年より，県内においてもこの種を育て今年度で 10年目となります。 

 

４  「家庭の日」とは・・・ 

★「家庭の日」啓発図画・ポスターの巡回展示（毎年の輪番制による） 

 ・県内２２４の小中学校から，合計 3，0９９名による作品の応募がありました。 

・審査の結果，選出された４８点の作品が県内各地の会場にて巡回展示されます。 

★今年度の飛騨地区の展示 

〇 日時：10月 29日（金）～11月９日（火） 〇 会場：白川村南部地区文化会館 

・飛騨地区の小・中学生からは４７名の応募があり，７名の作品が展示されます。 

・どの作品にも，家族のみなさんが登場していて，笑顔いっぱい楽しそうです！ 

・最優秀賞 高山市立 北小学校６年生   題： 「夏休みの思い出」 

 

 

 

 

「家庭の日」運動は，1955年に鹿児島県の小さな町で生まれたんだよ。家庭の中での

家族の絆が薄れつつあることから，家庭を大切にという願いと，当時ほとんど休みのなかった

農業従事者のために「農休日」をという考えを一緒にしたんだよ。 

岐阜県では，1967年に岐阜県家庭の日を定める条例を設置し，毎月第３日曜日を「家

庭の日」と定めているんだよ。また，８のつく日を家庭教育を実践する日と定めているよ。 


